
　　
蛤
柵

…叢

資
本

主
義
経
済
學

と
自
然
法

則

・

納

税
義

務
者

と
し

て
の
国
家

・

階
級

に
就

い
て

・

…

9

脾
町

輪
醐

養
織
業
の
横
張
及
び
改
善

…

農
業
不
動
産
金
融

・・
一
般
不

動
産
金
融

説

苑

個
人
主
義

及
肚
魯
主
義
局
外
観

蕾
[岡
・川
藩

の
肚
倉
法

に
就

て

・

雑

{蘇

地

租

の
改
慶

に
就

て

・

.

白
耳
義
黙

失
業
保
険

制
度

に
就

て

法
學
博
士

法
學
博
士

文
學
博
士

河

上

肇

神

戸

正

雄

高

田

保

馬

注
學
博
士

戸

田

海

市

法
學
構
士

河

田

嗣

郎

法
學
博
士

財

部

静

治

経
済
學
士

黒

正

厳

法
學
樽
士

小

川

郷

太

郎

法

學

士

一

戸

二

郎

ρ



経

濟

論

叢

第
十
七
巻

第

二
號

(濫
巻
露
光
申
二
號
)

大
正
十
二
年
二
月
獲
行

訊
高所

叢

資
本
主
義
経
濟
學
亡
自
然
法
則

河

上

肇

一
、
解

題

.

ム

私
は
便
宜

の
陀
め
、
し
ば
く

資
本
主
義

の
経
済
學
又
鳳
肚
會
主
義

の
経
済
學

こ
い
ふ
言
葉
を
用
う
る
。
け
れ

こ
も
其

れ
は
、
之

が
研
究
対
象

を
標
準

ε
し

て
の
匝

別
で
は
な

い
。
詳
く
畜

へ
ば
、
資

本
主
義
的

秩
序

の
下

に
お

け

る
経
済
現
象
を
其

の
研

究
対
象

ε
な

せ
る
も

の
を

資
本

主
義

の
経
済

學

ご
名

づ
け
、
耐

雪
主
義

的
秩
序

の
下
に

お
け

る
縄
濟

現
象
を
其

の
研
究

対
象

ξ
な
ぜ
る
も

の
を
糺肌
會

主
義

の
経

済
學

・し
名

づ
け

る
、

ご
い
ふ
わ
け
一で
は
な

い
。

私
は
、
同
じ
資
本
主
義

的
経

濟
組
織
を

研
究
対

象

ご
な

せ

る
も
の

＼
中

に
、
資
本

主
義

の
経
済
學

ε
枇

會
主

義

の
経
済
學

ε
の
三
振

が
あ

る
ご
考

へ
る
の
で
あ

る
。
勿
論

、
経
済
學

が

一
個

の
科
學

で
あ

る
以
上
、
同

一
の
理

論

儀

資
本
主
義
巡
演
學
♂
自
然
法
則

第
+
六
巻

(第
二
號

ご

二
六
七

」

.

.



論

叢

資
本
主
義
経
済
學
ご
自
然
法
則

第
十
六
巻

(第
二
號

二
)

二
六
八

象

を
研
究

…対
象

ε
な

せ
る
も
の

、
中

に
.
斯

様
な
流

涙

別

の
生
塗

べ
き
筈

は
な

い
の
で

あ
る
が

、
實

は
、
縄

濟
撃

の
研
究
罫
象

・し
な

せ

る
肚

會
現
象

が
、
極

め
て
複
雑

な
る
個
人
的

叉
は
藁
囲
的

の
利
害
關

係
を
伴

ひ
、

さ
う

し
イ、

其
筈

の
利
害

關
係
が
直
接

叉
は
間

接

に
、
意

識
的

叉

は
無

意
識

的

に
、
研
究
溢

の
観
察

眼

に
影

響
を
輿

へ
、
既

に

樹

立

さ
れ
得

た

一
定

の
科

學
的
喚
理

で
も
、
直
ち

に
萬
人

の
承
認

を
得

る
こ

・し
の
頗

る
困
難

で
あ

る
ε
云
ふ
特
殊

の
事
情

が
あ

る
た

め
に
、

同

一
の
現
象

を
其

の
研
究

の
対
象

ε
な
せ
る
同
じ
経
済

學

の
上

に
、
粂

く
相

容

れ
な

い

二

つ
の
流
涙
が
対
立
す

る

こ
ご

に
な

っ
て
み

る
の
で

め
る
。
即

ち
経

済
學
者

の
う
ち
成

る

一
派

の
人

々
は
、
資
本

主
義

の
経
済
組
織

こ
そ
永
久
に
維
持

さ
る

べ
き
も
の
r
あ

っ
て
、
肚
會
主
義

蕊

ふ
や
　
な
組
織
は
到
底
實
現
さ

れ
得

な

い
も

の
だ
、

ε
考

へ
て
居

り
h

さ
う
し

て
私
は

、
斯
様

な
結

論

を
も

つ
経
済

學

を
ば

、
藪

雫
資

本
主
義

の

経

済
學

,し
い
ふ
の
で

め
る
。

ご

こ
ろ
が
他

の

一
派

の
人

々
は

、
之
に
反

し
,
資

本
王

畿
の
脛

濟

組
織
を
以

て
、
継

て

の
事
物

-断

じ

や
う

に
、
進

化
流
再

の
理

法

に
よ

っ
て
支
配

さ
る

・
を
免

れ
鑓

も

の
だ

ε
な

し
、
そ
れ
は
何

時

か
は
崩
壊

し
て
仕

ま

っ
て
、

そ
の
代
り

に
祉
曾

土

義
の
経
済

組
織
が
實
現

さ
る

、
に
至

る

べ
き
完
、

ご
考

へ
て

居

り
、

さ
う

し
て
私
は
、
斯
様

な
結

論
セ
も

つ
経

済
學

を
ば
、
假

に
愈
愈
主
義

の
経

済
學

ε
名

づ
け

て

お
く

の
で

あ

る
。

マ
ル
ク
ス
の
大
著
資
本

論
は
、
節

ち
謂

ふ
こ

こ
ろ
の
砒

倉
主
義

絶
渣
學

の

一
大
権

威

で
あ

る
が
、
し

か
し

其

れ
は
、

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス

以
下
歴
代

の
資
本

主
義

経
済
學
者

の
研
究

ご
同

じ
ゃ

う

に
、
資
本

主
嚢

の
纒
済

組
織

を
其

の
研
究

の
対
象

ご
し
だ
も

の
で
、
現

に
之

が
題

名
は

∪
閉

院
竜
冨

「

図
捧
読

」
し
「
℃
o
蓋

。。。9
コ
○
集
9
ゴo日
常

9



ε
し
て

あ
る
、
題

し
て

『
資
本
』

こ
い
ふ
は
、
そ

の
研
究

樹
象

が
資
本

主
義

の
経
済
組
織

だ

か
ら

で
あ
乃
。

し

か

し
其

の
文
書

に

「
脛

濟

學

の
批

判
」

ε
し

て
め
る

の
は

、
資

本
主
義
経
済
學

の
批
判

こ

い
ふ
意
味

で
み
る
。
・彼

は
資

本
主
義

の
脛
濟
學

を
批

劃
す

る
こ
ε
に
よ

っ
て

、
彼

匙
自

身
の
経
済
學

を
打
ち
立

て
た
の
で
あ

る
。

さ
う

し

て
其

の
経
済
學

は
、
現
在

の
資

ホ
主
義

的
経

済
組
織

が
必

然

に
崩
壊

の
運
命

に
あ
る

こ
ε
の
結
論

に
導

く
も

の
で

あ

る
か
ら
、
吾

々
は
之
を
名

づ
け

て
肚

會

主
義

の
経

済
學

ご

い
ふ
の
で
あ

る
。

マ
ル
ク
ス
が
瓶
會
主
義

者

で
め
る

ε

い
ふ
の
を
以

て
、
そ
の
著
資

本
論

の
中

に
、
砒

會

主
義
的
澁
會

の
光
景
が
描

き
出

さ
れ

て
み
る
筈

だ
こ
橡
期

し

だ
な
ら

ば
、

そ
れ

は
大
攣

な
誤

解

で
あ
る
。

私
が

名
づ
け

て
資
本

主
義

の
経
済
単

果
は
肚
會
主

義

の
経
済
學

ε

い
ふ
の
は
、
以

上

の
如

き
意
味

の
も
の
で

る

る
。

さ
う
し

て
藪

に
本
論

叉
に

お
い
て
問
題

-こ
す

る

ε
こ
ろ

は
、
此

の
如

き
意
味

に

お
け

る
資
本
主
義

の
経

済
學

ε
自
然

法

則
こ
の
關
係

で
め

る
Q

言

ふ
ま

で
あ
な
一
、
自

然
界

に
お

い
て
も
人
事
界

に

お
い
て
も
、
嵩

物
は
流
榑

し
、
一
9一

が
進

化
し

つ
、
あ
る
。

し

か
る

に
、
資
本
主
義

の
経
済
學

は

、
既

に
遍

べ
た

る
如

く
、
.現
存

の
脛
濟

秩
序

の
永
遠
性

を
信
じ
、

こ
れ

が
改

造

の
企

て
の
穂

て
不
可
能

に
了

る

べ
き
こ
ご
を
主
張

す

る
。

し
か
ら
ば
共

の
主
張

の
根
糠

は
何
慮

に
・の
る
か
・し
云

ふ

に
、
私

の
見

る
ご

こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
勿
論

蟻
巻

に

よ

っ
て
其

の
重
黙

の
難
き
所

こ
そ
異

な
れ
、
畢

竟

何
れ

も

一

論

蜘取

資
本
生
苦識
蝦鎌
捌
燦
丁こ
古園槻
…法
珊
珊

第
十
轟ハ巻

(第
二
服柵

一二)

二
山八九

」

9



論

叢

資
本
主
義
経
済
學
ε
自
然
法
則
.

第
十
六
巻

(第
二
號

四
)

二
七
〇

種

の
自
然

法
則
を
以
て
其

の
議

論

の
窮
極

の
立
脚

地

癒
し

て
み
る
の
で
あ

る
。
從

て
其

の
意

味

か
ら
盲

へ
ば

.
資

本
主
義

の
経
済
學

は
皆
な
自
然
法

則
學

派
に
鳳

す

る
。
普
通

に
自
然

法
則
學

涯

ε
い

へ
ば
、
第
十

入
世
紀

に

お
け

る

7
ラ

ソ
ス
の
璽
農
學
涙

を
指
す

Q
け

れ
ざ
も
、
そ

れ
よ
り
今
日

に
至

る
ま

で
、
筍

く
も
私

の
謂
…ふ
ε

こ
ろ

の
資

本
主
義

の
経

済
學
振

に
験

す

る
も

の
は

、
私

の
謂

ふ

が
如

き
意
味

に
お

い
て
何
れ
も

一
種

の
自
然

法
則
學
派

に
屈

す

ε
い
ふ
ご
ε
、
そ

の
こ
ε
の

」
端
を

明

か
に
せ

ん

ご
す

る
が
、
六

諭

の
趣
旨

で
あ

る
。

資

本
ま
義

経
濟

學

の
立
脚
す

る

ε
こ
ろ

の
自
然
法

則
は
、或

は
外

界

の
自
然

(。
忌
諱

己

話
耳
目

に
擁
す

る
も

の
が
め
り
、
或
は
人
間

の
性
情

(ぎ
ヨ
竃

ロ
㌶
霞
ε

に
係

る
も
の
が
あ
り

、
學
者

に

よ

っ
て
其

の
重
黙

の
置
き
所

を
殊

に
し

て
み
る
が
、
ε
も
か
ぐ
資

本
主
義

の
経

済
學

は
、
古
今
を
通

じ

て
、
何
等

か
の

嵩
さ
拓

に
、
又
は

已
ゴ
巨

財
ξ

に
、
そ

の
議

論
の
窮

極

の
立
脚
地

を
置
く

こ
ε

に
お

い
て
、
何
れ

も
其

の
趣

を

一
に
し
て

み
る
の
で
あ

る
。

私

は
先

づ
古
典
學
涙

に
つ
い
て
其

の

一
二
の
例
醗
を

擧
げ

る
で
あ
ら
う
。

二
、

マ
ル
サ

ス
の
人

口

の
原

理

、

マ
ル
サ

ス
の
人

口
諭

は
、
資
本

主
義
的

組
織
の
永

遠
性
を
主
張
す

る
黙

に
お

い
て
、
極

め
て
有
力
な
議
論
を

提

供

し
た

も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の

こ
ご
は
、
人

口
論

の
出

版
當

時
英
國

の
思
想
界
を

風
靡

し

て
み
た
ゴ
ド
ヰ

ン
が
.

そ

の
分
列

に
よ

っ
て
忽

ち
勢

力
を
奪

は
れ
て
仕

ま

っ
た

の
み
な
ら
す

、
な

ほ
其

れ
よ
り
以
後
近
時

に
至

る
ま

で
、
謂

'

`



、

ゆ
・る
人

口
法
則
を
如

何

に
見

る
か
ε
云

ふ
こ
ご
が
、
潮凪
曾

ま
義
者

の
附

に
お

い
て

一
隅
題

ご
さ
れ

っ
＼
あ
る

に
よ

っ
て
も

、
之

乞
知

る

こ
ご
が
出

癖

る
。

し
か

る
に
、

そ

の
人

口
論

の
根

糠
は

.
吉

ふ
ま
で
も
な

く
、

]
種

の
自

然

洪
則

に
あ
る
。

マ
ル
ナ

ス
の
人

口
論

は
、
第

一
版

ε
第

二
版

ご
で

は
虻
ハ
の
議
論

の
.L⊥
に
著

し
き
相

違

が
め
り

、
な

ほ
其

の
後

の

版
本

の
⊥

に
も
其

れ
ん
、

の
愛
化

が
あ
る
が
、

し
か

し
其

の
議
論

の
窮
極

の
立
脚

地

が

一
種

の
自
然
法
則

に
あ

る

ご
云
ふ

こ
ご
は
、
前
後

を
通
じ

て
攣
り

は
な

い
。

マ
ル
ナ

ス
の
盲

ふ

ε
こ
ろ

に
よ

れ
ば

、
島
。
唄)9
く
醇

亀

岡)o
℃
巳
醇
{o呂

旋

ぼ
α鑑
三
け。闘

鰻
$
梓○
『
臣
窪

守
o

唱
o
≦
騨

三

二
ざ

岳
『子

ε

冥
。
ユ
旨
。
・・号
・・聾
窪
∩。
貯

旨
き

(『
人

口
の
増

加
力
は
、
人
間

の
生
活
資
料

を
生
産
す

る
土
地

ち

へ

り

の
力

よ
う
も
、
遙

に
よ
り
大

で
あ

る
」
)
。

ぜ
こ
ろ
が

『
人
間

の
生
活

に
は
必
ず

食
物

が
入
用

で
あ

っ
て
、

こ
の
事

は
吾

々
の
天
性

に
關
す

る

一
つ
の
法
則
で
あ

る
か
ら

、
此
等

二
個

の
不

同
な
る
力

の
結
果
は
、
常

葺
牛
等

に
保

π

れ
な
け

れ
ば
な
ら

澱
』
。
そ

こ
で
人

口
の
壇

加

に
黝

し

て
は

、
必
然

的

に
成

る

鼻
。
界

(『
妨

げ
』

が
行

は

れ
る
こ

ε

に
な

る
の
で
あ

っ
て
、
.そ

の
「
妨
げ
』
は
、
先

づ
罪
悪

又
は
困
窮

ε
し
て
現
は
れ

(第

一
版

)
、
し

か
ら
す

ん
ば
道

徳

的
抑
制

ピ
し
て
現
は

れ
る
〔第

二
版
以
後
追

加
)
。

ゆ

こ
れ
が

マ
ル
サ

ス
の
謂

ゆ

る

唱
首

ユ
覧
Φ
9

℃
。
℃
巳
麟
甑
8

〔人

口

の
原
理

)
な

る
も

の

、
要
領

で
あ
る
。

さ
て
人

間

の
肚

曾
は
、
此

の
如

き
人

口
の
原
理

に
よ

っ
て
支

配

さ
れ
て
み
る

か
ら
、
も

し
吾

々
が
目
ら
進

ん
で
道
徳
的
抑

論

叢

資
本
主
義
纒
濟
學
ご
自
然
法
則

第
十
六
巻

(第
二
號

五
)

二
七
一

1)OnPopulation,ISしed・ ・P・ 叫 ・

噛

`



,

、

鈴
…

出
航

脊
凪本

志正
義

舞

翫甲
ぐ」
白
殊
…法

則
.

耀夘
レ
⊥ハ
巻

(謂夘
一
一號

由
ハ
)

二
七

一
「

制

を
行
は

な

い
な
ら

ば
、
人
間

肚
會

に
は
到

底
罪
悪

又
は
困
窮

の
根
絶

せ
ら
れ

る
見

込
は
な

い
の
で
あ

っ
て
、
即

ち

マ
ル
ナ

ス
の
見

る
ε
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
肚
會

の
各

員
総

て
が
、
安
樂

に
、

幸

醸

に
、

且

つ
比
較
的

閑
暇

に
生

活

し
、

さ
う

し
て
彼
等
自

身
及
び
其

の
家
族

に
向

っ

て
生
活
資
料

を
供

給
す

る
こ
ご
に

つ
き
、
何
等

の
心

配
を
戚

の

せ
ざ

る
が
如

き
耽
會

が
成

り
立
ち
得

る
ε

い
ふ
こ
ご

は
、
到
底
望

な
き

こ
ご

、
湧

へ
ら

れ
る
」

の
で

あ
る

(第

一

版

)
。
そ

こ
で
吾

々
の
肚
會

か
ら
幾

分
で
も
罪

悪
叉
は

困
窮

を
無

く
し
ゃ
う

ざ
思

ふ
な
ら

ば
、
五
口
々
自
身

が

『
道

徳

的

抑
制
」

に
よ

っ
て
人

口

の
過
剰
を
、防
ぐ
外
は
な

い

の
で
め
る
が
、

マ
ル
サ

ス
の
見

る
こ
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
そ

の

道

徳
的

抑
制
は

、
現
在

の
資
本

主
義
駒
組
織

の
下

に

お

い
て

こ
そ
、
始

め
て
有
力

に
行

は
れ
得

る
も

の
で
あ

る
。

「
早
婚

の
傾
向

に
射

し
て
何
等

か
の
抑
制
を

加

ふ
る

こ
ε
、

絶

謝
的

に
必
要
な
ゐ

ε

せ

ん

か
、

個

々
の
個
人

が

己

れ
自

身

の
子

和
養
育
す

る
の
責
任
を
有
す

ご

い
ふ

制
度

、
即
ち
妄

り

に
其

の
欲
す

る
ε

こ
ろ

に
耽

る
聴
は

〔
マ

ル
サ
ス
の
謂
ゆ

る
道
徳
的
抑
制
を

爲

さ
ざ

る
こ
ご
を

意
味
す

る
}
、
吾

々
ぽ
其

の
自
然

の
結

果
こ
し

て
生
す

る
ε
こ

ろ

の
不
便
及

び
困
難

に
從

ふ
の
外
途

な

き
も

の
で
あ

る
ε
云

ふ
制
度

ほ
こ
、

そ
れ
ほ
こ
自
然
的
な
、

そ
れ
欧
ご
公

牛

な
も

の
は
他

に
な

く
、
ま
た
其

れ
ほ
こ
神

の
法
則

及

び
最

も
賢

明
な

入

の
制
定

し
た
最
善

の
法
律

ご
調
和
す

る

も

の
は
他

に
な

い
で
あ
ら

う

ε
云

ふ
こ
ご
、

こ
れ
は

何
人
も
容
易

に
信
じ
得

る

こ
こ
ろ
で
め

る
。

…
…
…
こ
の
自

然
的

な

る
妨
げ

〔人
[
粛
加
に
封
ず
ろ
)
の
作
用

は
、
全
く

財
産

の
私
右
四及

び
相
続

の
制
度

に
縣
心
っ
て
み

る
]
。

だ
か
ら

々
ル
サ

ス
の
見

る
ざ
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
要
す

る
に
現
存

の
資
本
主
義
的
経

済
組
織

、
即

ち

餌
の。
。革
ざ

幽
く
四号
血

2)同 上,P・ 【7.

3)同 上 ,第 』大,}反,Ilk,III,ch. III,_　 7とL且.d&Lo(:kCo'sed・,P・323・



「

巨

;

島

町

}

き

℃
「ぎ

「m
乞

:

妻

。
コ
・
げ
。
5
臼
・-
巨

≦

」

睾

ざ
・δ

♂
・
彦

巳
巴
:

旨

薦

。
、
二巴

「…

ゴ
　
曇

三

賓

座
階
級
・奏

働
者
階
替

に
盆

、

且

つ
利
己
セ
以
て
大
機
械
の
主
た
る
動
力

ε
な
せ
る

ほ

房

肚
亀

は
、
・7
・
雷

霆

巴

・　

§

・
器

(悪

箋

か
ら
ざ
る
自
然
の
諸
法
則
」
)
呆

づ
.い
て
る
る

も
の
で
・尾

翼

藝

…

ヨ
目
窪

碁

・
(
荷

等
人
徳

制
度
案

陥
」
)
に
本
ぞ

も
の
で
は
な
い
、
・
い
ふ

の
で
あ

る
。
.

'

マ
ル
サ
の
謂
ゆ

る
入

口
の
原

現
並

に
其

の
原
理

か
ら
彼

れ

の
引

き
出

し
た
結

論

の
大
鑑

は
以

上
述

ぶ
る
が
如
く

で
あ
る
が
・
之
で
見
を

・
彼
の
出
鑑

が

麺

の
白
綾

興

じ
あ
り
、
・
、の
到
難

が
資
奎

義

欝

組
織
の

是
認
で
あ
を

云
ふ
こ
ε
が
、
略
鐘

解
さ
れ
得

る
だ
ら

フ
意

ふ
。

ヘ

へ

既

麸

べ
た
㌻

に
、
『
人
・
の
増
加
隷

、
入
間

の
無

霜

笙

穿

る
土
地

の
力
　

も
、
轡

よ
り
人

な
る
も
の
で
あ
・
』
已

ふ
の
が
、

蒐

・
・
霜

葉

・
あ

・
が
、
・
の
農

は
、
入
間

の
繁
勢

ε
土
地

の

生
産
力
島

綾

を
な
し
た
も
の
で
、

つ
告

ぎ

・
:

岩

窪

2
げ・
p
【・
昌
・・⊆
.。
.迄
に
關
す
る

;

の

旨
P
、

舞

=

　

ε
看
做
す

べ
き
も
の
で
あ
・
.。
何
弊

ル
サ
ス
は
、.
人
聞

の
雛

力
の
方
が
土
地

の
生
産
力
よ
り
蓬

振

い
寛

π
か
、
そ
の
讐

は
弦

呈

ち
会

必
要
が
な

い
。
本
論
旨

っ
て
必
発

慧

は
、
発

彼
れ
の
人
ド

。
醗

出
叢

が

;

の
自
然
満

を

い
ふ
・
・
嘉

、
.明
か
・
す
・
・
斗

雲

.
諸

多

サ
ス
の
人
口
論

論

叢

栗

嚢

讐

畢
　

黙
祷

望

谷

(第
二
號

七
=

モ
三

の 同 上,p、517・(第 二 版 ・P3%9・)

5)同 上

曽 「



、.

F

論

叢

資
本
主
義
縄
済
學
ピ
自
然
法
則

第
+
六
巻

(第
二
號

八
)

二
七
四

に
は
、
♂
。
血
『
鳶
8
・…
2
団

ざ

↓プ。
。
因
鐸
9
8

亀

ヨ
ρ
口

〔『
食

物
は
人
間

の
生
存

に
必
要

な
り
」
)
ご

い
ふ
こ
ε
が
.

今

一
つ
の
前

提

ε
な

っ
て
み

る

(
人
口
論

の
第

一
版

に
は
、
そ
れ

が

一
つ
の
公
準

知
。
暫
・聾

。
こ
し

て
議

論

の
冒

頭

に
掲

げ
ら

れ

て
あ

る
)
。
さ
う

し
て
此

の
事

の
た

め
に
、
人

口
の
増

加
力

ε
土
地

生
産
力

ご
の
「
二
個

の
不
同

な

る
力

の
結
果

ぽ
、
絶

え
ず
季

等

に
保

に
れ
な

け
れ
ば
な
ら

楓
」

`
い
ふ
議

論

が
生

じ
て
來
る
の

で
あ

る
が
、

こ
の
前

提

も
亦

把

マ
ル
ナ

ス
自
身
が
言

っ
て
み
る
や
う

に
、
『
吾

々
の

口
p
窒
d

に
嗣
す

る

一
つ
の
法
則
」
な
の
で
あ
る
。要
す

る

に
此
等

の
諸
法

則
.
そ
れ
が

マ
ル
サ

ス
の
謂

ふ
`

こ
ろ
の

『
避

く

べ
か
ら
ざ

る
同
然
の
諸
法
則
」
で
あ

り
、
且

つ

彼

れ

の
意
見

に
よ

れ
ば
.
其
筈

の
避

く

べ
か
ら
ざ
る
自

然
の
諸

法
則

に
本

、つ
い
て

i

蛇

て
『
何

春
人
爲

的
制
度
の

欠
陥
」
に
本

つ
く

に
あ
ら
す

し
て
一

現
存

の
資

本
主

義
的
経
済

組
織
が
成
り
立

っ
て

る
る
、
ε

い
ふ
の
で
み

る
。

三

、

リ

カ

ア
ド

の
地

代

論

0

資

本
主
義

の
経
済

學

に
ε

つ
て
大
切

な
仕

事

の

一
つ
は
、
資
本
主
義

的
経
済
秩
序

の
下

に
成

立

す

る

・し

こ
ろ

の
、
各
種
不
勢
所
得

の
是

認
で

あ
る
。
其
筈

不
勢
所

得

の
成
立

が
、
『
何

等

か
人

爲
的

制
度

の
缺
陥
」
に
本

つ

い
て

み

る
の
で
は
な
く

て
、
「
避

く

べ
か
ら

ざ

る
自
然

の
諸

法
則
』
に
水

つ
い
て
み
る
ご

い
ふ
こ
蓬
、

そ
の
こ
ご
を
論

讃

し
な
け

れ
ば

、
資
本
主
義

経
済
學

の
本

領
た

る
、
賛

本
主
義
的

組
織

の
永
遠
性

の
催
立
が
、
完

成

さ
れ
得

な

い
の

で
あ

る
。
今

り

ヵ
ア
ド
の
地
代

論
は
、
不
勢

所
得

の

一
種

た
る
土
地

の
賃
料
を
是

認
せ
ん

陀
め
に
打
ち
立

て
ら

れ



5

だ
も

の
で
、
資
本
主
義
繧

濟
學

に
訣
ぐ

べ
か
ら
ざ

る
有
力
な

一
つ
の
畢

説
で
あ

る
。

し
か
し
其

の
要

領

は
、
今
日

尋

中

墨
校

の
漱
科
書

に
さ

へ
載

せ
ら

れ
て
み
る
位
で
あ

る
か
ら
、
藪

に
之
を
繰

り
返

し
て
述

べ
る
必
要

は
.な
.い
。

だ

だ
私

の
明

か
に
し
た

い
ε
思

ふ
こ
ε
は
、

そ
の
議
論

の
出

按
黙

が
や
は
り

一
種

の
自
然

法
則

に
あ

る
ご
云

ふ
こ
ピ

で
あ
る
。

り

ヵ
ア
ド
の
考

に
よ
れ
ば

、
土
地

に
地

代
を
生
す

る
の
は
、
研
く
o
長
p三
①
鼻
2
3
ω寓
目
8
。・
(都

合
好

き
條
件
)
を

具

へ
居

る
土
地

の
、
詳
く
言

へ
ば

.
地

味

が
豊
饒

で

あ
り
又
た
位
置

の
便
利

で
あ

る
土
地

の
、
面
積

に
限
り
が

あ

る
ご
.い
ふ
こ
ξ
が
、

そ

の
第

一
㊨
原
因

で
み
り
、
な

ほ
土
地

に
は

一
般

的

に

夢
①
5
霜

o
「
乱
Φ臼
ω
嗣
ぎ
⑳
「Φ
叶[≒
口
の

(
牧
盆
遽
減

の
法
則
)
が
行

は
れ
て

る
る
こ

い
ふ

こ
ε

が
、
そ

の
第

二
の
原
因

で

め
る
。

こ
こ
ろ
が
地

代
独
坐
原
因

.

の
第

一
事
情

π

る
、
都
合
好

き
土

地

の
面
権

に
限
り
が

あ
る
ざ

い
ふ
こ

ご
は
、
何
.時

の
世

に
な

つ
で

も
人
爲
を
以

て
動

か
す

こ
ε
の
出

来
な

い
自
然

的
事

情
で
あ
り
、
ま

た
地
代
獲
生

の
第

二
原

因

ε
さ
れ
て
み
る

巴
こ
ろ
の
、
牧

盆

遽
減

の
法
則

は
、
土
地

及
び
作

物

の
物

理
學

的
、
牝

學
的
、
生
物

學
的
、
そ

の
他

の
語
性
.蟹

か
ら
生

で
る

一
の

自
然
法
則

で
あ

っ
て

、
こ
れ
亦

た
、
耐

雪
組
織

の
如
何

に
拘
は
ら
ず

、
何
時
如
何

な

る
場

合

に
も
行
は

る

べ
き
法

則

で
あ

る
。

だ

か
ら

リ
カ
ア
ド

の
考

に
よ
れ
ば
、
地

代
独
坐

の
原

因
は
壷
く
自
然
的
事
情

に
賺
す

る
の
で
、
斯

か

る
不
弊
所

得
が
今
日
或

る
人

々
の
手

に
属

し

つ

＼
あ

る
の
は
、
勿
論
『
何
等
人

爲
的
制
度

の
缺

陥
」
に
本

づ
一
の
で

は
な

い
。
地
代

は
必

然
的

に
支
彿

は
れ
ね
ば
な
ら

鳳
も
の
で
あ
り
、
獲

て
其

れ
は
穀
物

の
償
格

を
騰
貴

せ
し
む

る

論

叢

資
木
主
義
経
済
畢
ぐ」自
然
法
則

、

第
†
大
谷

(第
二
號

九
)

二
七
五



論

叢

資
本
主
義
縄
濟
學
ε
自
然
法
恥

欝
†
大
谷

(第
二
號

一〇
)

二
七
六

原
因

こ
な
る
も
の
で
は
な

い
。
彼

は

い
ふ

『
地

代
が

支
彿

は

る

、
が
故

に
穀
物

が
高

い
の
で
は
な

く
て
、
穀
物

が

高

い
が
故

に
地
代

が
支

彿
は
れ

る
の
で
あ

る
。

而

し

て
假

ひ
地

主
は
彼
等

の
地

代

の
全
部
を
棄

つ
る
も

、
穀
物

の

、償
格

に
は

下
落

が
起

ら
な

い
の
で
あ
ら

う
」
。
ま

π

い
ふ
、
「
地

代
は

・…
…
.・決

心
て
眞

實

に
償
格

を
左

右

せ
す

、

寧

ろ
其

の
結
果

で
あ

る
。

…
…
…
假

ひ
総

て
の
地

代

が
地
主

に
よ

っ
て
抛
棄

せ
ら
れ

て
も
、
土
地

の
上

に
於

て
生

産

さ

る

＼
貨

物
に
低
廉

に
は
を
ら

な

い
で
あ
ら
う
』
。
.

要
す

る

に
、

リ
カ
ア
ド
の
考

へ
る

ε
こ
ろ
に

よ
れ

ば
、
穀
物

の
償
格

の
高

い
こ
.こ
も
、
土

地

の
使
用

に
謝

し

て

地

代

が
支
繍
は

る

、
こ
ε
も
、
皆

な
成

る
自
然
的
な

事
情

叉
は
法
則

の
結
果

で
あ

っ
て
、

そ
れ
は

到
底

人
鴬
を

以

て
動

か
す

こ
ε
は
出
水
な

い
ε
云

ふ
の
で
あ

る
。

新
標

に

一
定

の
肚

曾
現
象
を
以

る
自

然
葡

事
實
叉

は
自

然
的
法
則

の
所
産

ε
見

る
こ
ε
を
、
私

は
假

に
耐
食

現

象

の
自
然

現
象
化
親

ご
名

づ
け

る
。

さ
う

し
て
此

の
如

き
肚

會
現
象

の
自
然

現
象
化

は
、
壷

に
古
典
學

派

の
人

々

が
、
資

本
主
義
的
組

織
を
永
遠
現
す

る
泥

め
に
採
用

し
た
手
段

で
あ

る

の
み
な

ら
す

、

そ
れ
は
ま
た
近

代
の
聾
者

が
、
同

じ
目
的

の
た

め
に

一
様

に
採
用
す

る
ε

こ
ろ

の
常

套
手
段

で
あ

る
。
私

は
次
ぎ

に
其

の

一
例
を

擧
げ

て
、

こ
の
篇
を
終

る
で

あ
ら
う
。

四

、

ボ

ェ
ー

ム

・
バ

エ

ル

ク

の

利

子

論

6)堀 學士 言睾『リカ ア ド経 済 原 論 』103-R

7)同 上,284頁

L

8
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.
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既

に
述

べ
た
や
う

に
、
資
本
主
義

の
経

済
畢

に
ご

っ
て
大
切
な
仕

事
の

一
つ
は

、
資

本
主
義
的
秩
序

の
下

に
成

立
ず

る
ε

こ
ろ

の
、
各
種

不
勢
所

得

の
是
認

で
め
る
が

、
其

筈
不
勢
所
得

の
う
ち

、
前

項

に
述

べ
た

る
土
地

に
饗

す

る
地

代
を
除
け

ば
、
主

な

る
も

の
は
資
本

に
劃
す

る
利
子

で
あ
る
。

資

本

に
蜀
す

る
利
子

の
辯
護

に

っ
き
、
近

代
の
學

老

中
、
最

も
有

力
な
議
論

を
な
し
た
も

の
ぽ
、

ボ

エ
ー

ム
.

パ

玉
川
ク
で

・の
っ
て
、
彼

れ

の
大
著

「
資
本

及
び
利
子

日

は
。
利
子
論

の
歴
史

に

一
期

を
劃

し
た
も

の

ε
構

さ
れ

る
.。
私
は
今
、
資
本
主

義

の
経
済
學

の
最

後

の
根
糠

が
常

に
何
等

か
の
自
然

法
則

に
在

る
こ
でし
の

一
例

ぐ」
し

て
、

彼

れ
の
利
子
論

に

一
瞥

を
與

へ
た

い
こ
思

ふ
。

ボ
「

ム
・
ご

憂

ク
は
、

利
子
独
坐
の
原
因
を
、
「
現
在
財
墜

般

に
、
同
じ
種
類
及
び
数
量
の
將
來
財
.よ
り

も
・
が

多
(
の
膿

を
有
す
プ

い
ふ
欝

擁

し
て
み
る
。
例

へ
ば
、

憂

の
人
が
今
年

の
百
響

明
年
の

百
圓

ε
を
比
較

し

て
、
後
者

よ
り
も
前
者

を
贋
値

大
な

り

ざ
な
す

こ
ご
、
吉

ひ
換

ふ
れ
ば

,
現
在

入
手

の
得

る
百

圓

は
、
明
年
受

取
り
得

る

オ
こ
ろ
の
〔例

へ
ば
)
百
五
圓

ε
、

始

め
て
其

の
償
値
を
誓

う
す

ε
な
す

こ
ε
、
獲

て
百

圓

に
封
ず

る

一
箇

年

分
の
利
子

ε
し
て
丑
圓

が
生

ま
れ

る
窪

い
ふ
.}
ご
、

こ
れ
が

彼
れ
自

分
盲

ふ
如
一

、
彼

れ
の

利
子
論

の

丙
∩三

百
匹
ン曲
弾
①
6
ロ
[詩
ド
で
あ

る
が
、
そ

の
説

の
要
領

は
、
前

に
擧
げ
た

り
ヵ
ア
ド
の
地

代
説

ε
同
.

じ
ゃ

う
に
、
.今

日
で
は
既

に
學
界
周

知

の
事
宜

で
あ

る
か
ら
、

私
は
藪

に
其

れ
を
繰
り

返
す

必
要
を
認

め
な

い
。

た
じ
私

の
指

摘
し

た

い
・し
思
ふ

こ
ご
は
、
彼
が
利
子

の
独

坐
原

因

・し
認

め
て

み
る

一し
こ
ろ

の
謂

ゆ
る
償

直
時

差
が

論

叢

資
木
主
義
経
済
學
ミ
自
然
法
則

第
十
六
巻

(第
二
號

一
　
)

二
七
七

8)Kヒlpita[andKapitalzins.188F年.和 」刊

9)Pose[iveTheoriedesKapita【e⊃,1ql2年}阪,S.4ユ 丙.
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論

叢

資
本
主
義
経
済
學
ε
自
然
法
則

第
+
六
巻

〔節
二
號

一
二
)

二
七
入

彼

に
よ

っ
て

一
の
自

然
的

必
然

の
事
實

.近
概

念

さ
れ

て
る

る
、

-し
い
ふ
こ
・し
で
み

る
。

彼
は
現
在

財
ご
將

來
財

ε
が

一
般

に
謂
ゆ

る
慣
臨

の
時
差
を
有
す

る
理
-団
こ
し
て
、
三

つ
の
事
柄
を

擧
げ

て
み

る
が

、
今

一
々
そ
晒

に
立

ち
入

る
必
要
は
な

い
。
如

何
な

る
理

由

で
此

の
如

き
債

筑
時
差

を
生
す

る
に
至
る

ご
彼

が
解
樟

し
て
み
る
に
せ
よ
、

ε
も

か
(
彼
は

、
此

の
如

き
償
疽
時
差

の
存

在
を

一
つ
の
自

然
法

則
ε
観

念
し

て
み

る
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
、

同
じ
高

さ
を
有

す

る
電
柾

で
も
、
そ

の
距
離

が
遠

ざ

か
れ
ば
遠

ざ
か
る
ほ
こ

、
吾

々
の

隈

に
は
盆

圭
小

さ
く
見

え
て
凍

る
ε
い
ふ
こ
ε
が
、

人
聞

の
眼
球

の
先

天
的
構

逡

に
水

つ
く

一
つ
の
自

然
的

亭
實

で
あ

る
ε
同

じ
や
う

に
、
同
じ
種
類
及

び
数

量

の
財

で
あ

っ
て
も
、
そ

の
物

め
存

在
暗

黙

が
現
在
を
距

る
に
従

う

て
吾

か
は
之

が
債
値
を
ば
釜

ヌ
小

さ
く
見

る
も

の
で

あ
る
ご

い
こ
ご
は
、
彼

に
從

へ
ば
、
入
爲
的
諸
制

度
や
肚
曾

組
織

の
知

得
巴
全

く
没
交
渉

な
、

一
つ
の
自

然
法
則

ご
観

念

さ
れ

て
る
る
の
で
あ

る
。

だ

か
ら
彼

ぱ
、
『
耐
曾
主

義

の
国
家

に

お
け
る
利
子

」
`
題
す

る
章

に

お
い
て
、
利
子
は
肚
會

主
義
的
秩
序

の
下

'

に
お
い
て
も
猶
ほ
依
然
こ
し
て
存
纏
す

べ
き
も
の
な
る
こ
ε
を
主
張
し
て
み
る
。
彼
れ
の
冒

ふ

ご

こ

ろ

に
よ
れ

ば

、
『
肚
曾
主
義
の
国
家
が
最
も
完
全
に
實
現
さ
れ
た
」
場
合
、
即

ち
『
土
地
及
び
資
本
に
聞
す

る
紹
て
の
私
有
財

産
が
腰
上
さ
れ
,
総
て
の
隼
産
手
段
が
肚
會
の
手
に
藥
合
さ
れ
、
総
て
の
成
員
が
労
働
者

嬉
し
て
全
禮

の
た

め
に

働
き
、
國
践

の
生
産
物
は
総
て
の
者

に
謝
し
共
の
提
供
せ
る
勢
働
の
分
量

に
慮
じ
て
分
配
さ
れ
る
』
場
合
に
お
い

て
も
、

『
個
人
主
義
的
に
組
織
さ
れ
π
国
民
経
済
の
下
に
お
い
て
資
本

の
利
子
を
生
む
が
如
き
原
因
」
が

ま
9

且0)同1一,S.579PA下 参 照(1912年 の 第 三 版1こ よ ろ)
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ご

豊

艶

三

依
輩

こ

て
常
・
其
薩
に
在

す
・
)
の
で
あ
る
。
そ
・
で
彼
れ
の
理
論
を
池
っ
て
行
を

。

「
吾
々
は
甚
だ
特
異
な
る
且

つ
注
意
す

べ
き

毒

結
論
に
到
達
す
る
。

帥

ち
、

今
日
壮
曾
主
義
者
が
絞
取
利
得
ε

し
て
智
勢
働

生
産

物

に
封
ず

る
掠
奪

ご
し

て
罵

っ
て
み

る
ε
こ
ろ
の
、
か

の
資

凪
の
利
子
は
、
肚
會
主
義

の
国
家

に

ぎ

て
も
亦
た
蕾

に
靡
止
さ
れ
漁
の
み
か
、
寧
ろ
祉
曾
主
義
的

に
組
織
さ
巽

肚
會

「
お
い
て
・、
そ
、
弊
働
者

に

ヘ

ミ

マ

翼
し

て
却

て
き

つ
く
な
り
得

る
の
で
あ

り
、

ま
た
な
ら

ね
ば
な

ら
隙
の

で
あ

る
」
。

私

は
今

、
彼

れ
の
議

論
を
詳
く
紹
介
す

る

こ
ご
に

つ
き
、
そ

の
必
要

も
有

た
ね
ば
、
ま
た
興
味

も
有
た
な

い
。

た

ゴ
私
が
晶剛
記
の
結

論

に

つ
き
別

に
郵
ハ昧
を
威
す

る
黙

は

、
沓
ハ本
主
義

的
秩
序
"の
辯

護
の
困
難

が
學

将

を
駆

っ
て

資
本

主
義
的
秩
序

の
下
に

お

い
て
特

定

の
意

味
を
有
す

る
若
干

の
概

念

か
ら

共

の
歴
史
的

特
性

を
失
は

し
め
、
そ

れ
ら

の
概

念
を
ば
雁
皮
的
範
躊

か
ら

永
世
的

範
躊

に
移
す

こ
ご
を

、
飴
儀
な
く

せ
し
め

つ
Σ
あ

る
黙

で
あ
る
。

功

迂
回
的
生
産

の
各
「階
段

に
入
り
銀

泥

る
中
澗

生
産

物

の
総
慌

を
名

づ
け

て
之
を
資
本

ε

い
ふ

蓬
定
義

す

る
時
、

資

本

の
資

本

た
る

べ
き
歴

史
的

、
肚

曾
的
特
性

は
総

て
失
は

れ
て
仕
ま

ひ
、
そ

れ
は
人
類

あ

っ
て

こ
の

か
泥
木
來

永
勃

に
至
る
ま
で
存

緬
す

る
ご
こ
ろ
の
、
否

な
現

に
類
人
猿

の
仲
間

に

さ

へ
存
在

し
づ

、
あ
み

こ
こ
ろ

の
、

一
般

的
範

疇

に
麟
す

る
も

の
ε
な

る
。
ま

た
現
在

財

ε
將

雍
財

ξ
の
問

に
存

す

る
償
値

時
差
、
之
を
名

づ
け

て
資
本

の

利
子

ε

い
ふ
ご
定

義
す

る
時

、
利
子
も
亦
た
、
人
間

の
物
財

に
甥
す

る
償
値

判
断

の
能
力

蓬
共

に
.
永
世

に
残

る

べ
き
現
象

ご
な

る
。

し
か
し
此

の
如

き
意
味

の
資
本

、
此

の
如

さ
意
味

の
利
子
が
、
今

の
世

に
謂

ふ
ε

こ
ろ

の
資

論

叢

資
本
主
義
経
済
學
ε
自
然
法
則

第
十
六
雀

(第
二
號

=
二
)

二
七
九

,

11)同 上,S.586.

12)同 上,S,21.
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論

叢

資
本
主
義
蟹

學

ミ
自
然
法
則

第

+
六
巻

(第
二
號

一
四
)

二
八
O

'

本

で
も
な
く
利
子

で
も
な

い
ε
云

ふ
こ
ご
は

、
勿

論

の
こ
ε
で

め
る
。
此

の
如

き
概
念

の
置
き
換

へ
、

そ
れ
が
資

本
主
義
的
秩
序

の
永
遠
性

の
論
議

の
た

め
に
、

レ
ば
ぐ

學
者

に
よ

っ
て
採
用

さ
る

、
ε

こ
ろ

の
ト
リ

ッ
ク
で
あ

っ
て
、
謂

ゆ

る
肚

會
現
象

の
自
然

現
象
化

の

一
例

で

あ

る
。

歴

史
的

、
…進
化

論
的
な
物

の
見

方
、

そ
れ
は
現
存
秩

序

の
永
遠
性
を

論
讃

せ

ん
こ
す

る
資
本
主
義

脛
濟
學

に
ざ

つ
て
、
絶
対

の
禁

励
で
あ

る
。
何
故

な
ら

ば
、
事
物

の
永
遠

不
憂
性
を
信

ず

る
こ
`
は

、
正

に
歴
史
的

、
進
化
論

的

の
見
地

ε
相
表

裏
す

る

も
の

で
あ

る
か
ら
。

そ
れ

故

に
、
資

本
主
義
経
済

學

の
最
後

の
立
脚
地

は
、
自
然

法
則

に
め

る
適
就

會
現
象

の
自
然
現
象
化

に
あ
る
。
歴
史

的
範
疇

の
永
世
的

範
聴

化

に
め
る
。

そ
の
意
味

に

お
い
て
、

「
切

の
・資
本

主
義

縄
濟
學
涙

は
、
蠢

く
自
然

法
則
學
涙

に
属
す

る

ε
い
ふ
こ
ご
が
出
來

や
う
。

/


